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問
い
合
わ

せ
は
ハ
ス
ク

バ
ー
ナ
・
ゼ

ノ
ア
株
式
会
社
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
☎
０
４
９

・
２
４
３
・
１
１
１
６
、
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
＝

k
o
ta
r
o
.ta
k
e
d
a

@
husqv

arnag
rou

p.com

）
。

海
藻
・
テ
ン
サ
イ
抽
出

海藻抽出物・多糖類

ストレス耐性が向上

さ
れ
、
前
述
の
グ
リ
シ
ン

ベ
タ
イ
ン
の
よ
う
に
、
植

物
の
高
温
・
低
温
・
乾
燥

耐
性
や
耐
凍
性
な
ど
を
高

め
る
ほ
か
、
発
根
力
向
上

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が

期
待
で
き
る
素
材
で
す
。

　
▼
キ
チ
ン

　
キ
チ
ン
は
カ
ニ
や
昆
虫

な
ど
の
外
骨
格
の
主
成
分

で
す
。
低
分
子
キ
チ
ン

（
Ｌ
Ｍ
Ｃ
）
は
、
分
子
量

を
少
な
く
加
工
し
て
効
果

を
発
揮
し
や
す
く
し
て
い

ま
す
。
土
壌
へ
施
用
す
る
と
土
壌

微
生
物
（
特
に
放
線
菌
）
の
活
性

向
上
に
よ
る
根
圏
環
境
改
善
に
、

植
物
体
に
散
布
し
て
ス
ト
レ
ス
耐

性
を
引
き
上
げ
る
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

　
（
高
木　

篤
史
＝
㈱
サ
カ
タ
の

タ
ネ　
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
統
括
部　

　
主
席
技
術
員
）

3 土効を知る

地域内の水田でもばらつき

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
栽
培
し
た
（
写

真
、
番
号
は
採
取
地
点
）
。
①
や

②
に
比
べ
て
⑤
や
⑥
の
生
育
は
大

き
く
劣
っ
て
い
る
。
試
験
場
内
で

鉢
植
え
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
気
象

条
件
や
栽
培
管
理
に
違
い
は
な
い

の
で
、
明
ら
か
に
土
効
の
違
い
が

生
育
の
違
い
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
。
比
較
的
狭
い
地
域
の
水
田
で

も
土
効
に
は
大
き
な
違
い
が
あ

る
。

　
〈
可
給
態
窒
素
：
土
効
の
指
標
〉

　
代
か
き
前
の
土
壌
を
採
取
し
て

試
験
管
に
投
入
し
湛た

ん

水す
い

・
密
閉
し

な
が
ら
3０
度
の
装
置
内
で
４
週
間

静
置
す
る
。
こ
の
間
に
溶
出
し
て

く
る
チ
ッ
素
成
分
を
可
給
態
窒
素

と
定
義
す
る
。
可
給
態
窒
素
は
土

壌
が
水
稲
へ
供
給
で
き
る
潜
在
的

　
連
載
第
２
回
で
は
、
無
施
肥
区

を
利
用
し
て
肥
効
を
推
定
し
た
事

例
を
紹
介
し
、
実
は
肥
効
よ
り
も

土
効
（
筆
者
の
造
語
で
土
壌
の
効

果
）
の
方
が
重
要
で
あ
る
こ
と
示

し
た
。
今
回
、
生
産
者
圃
場
で
土

効
を
調
査
し
た
興
味
深
い
事
例
を

紹
介
す
る
。

　
〈
土
効
は
千
差
万
別
〉

　
三
重
県
に
は
伊
勢
湾
沿
い
の
平

野
部
と
内
陸
部
の
伊
賀
地
域
を
中

心
に
水
田
地
帯
が
広
が
る
。
寒
暖

差
の
あ
る
内
陸
性
盆
地
の
伊
賀
地

域
で
は
近
県
で
人
気
の
伊
賀
産

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」が
栽
培
さ
れ
て
い

る
。

　
三
重
県
農
業
研
究
所
は
伊
賀
地

域
の
全
域
か
ら
集
め
た
水
田
土
壌

を
植
木
鉢
に
充じ

ゅ
う
て
ん填し
、
無
施
肥
で

水
稲
の
無
施
肥
試
験
で
知
る

　
　
　
　
土
効

田
ん
ぼ
の
土
効
土
効

伊
賀
地
域
で
集
め
た
水
田
土

壌
で
の
鉢
植
え
栽
培
（
提
供

＝
三
重
県
農
業
研
究
所
）

が
多
く
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　
▼
多
糖
類

　
多
糖
類
に
は
、
オ
リ
ゴ
糖
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
性
を
持
つ
も
の

が
あ
り
、
Ｂ
Ｓ
と
し
て
農
業
へ
の

活
用
も
有
望
で
す
。

　
ト
レ
ハ
ロ
ー
ス
は
、
食
品
の
保

存
性
向
上
に
も
使
わ
れ
る
機
能
性

糖
類
で
す
。
農
業
分
野
で
も
注
目

　
▼
海
藻
と
テ
ン
サ
イ
由
来
物
質

　
「
ア
ス
コ
フ
ィ
ラ
ム
・
ノ
ド
サ

ム
」
な
ど
の
海
藻
や
、
テ
ン
サ
イ

は
、
環
境
ス
ト
レ
ス
に
強
い
生
物

で
す
。
そ
の
理
由
は
、
細
胞
内
に

「
適
合
溶
質
」
と
呼
ば
れ
る
ア
ミ

ノ
酸
や
糖
類
な
ど
を
蓄
積
し
、
浸

透
圧
を
高
め
に
維
持
し
て
い
る
た

め
で
す
。
適
合
溶
質
は
、
生
体
内

で
分
解
消
費
さ
れ
に
く
く
、
細
胞

内
に
高
濃
度
で
た
ま
っ
て
も
影
響

が
少
な
い
と
さ
れ
ま
す
。

　
適
合
溶
質
の
代
表
的
な
成
分

に
、
機
能
性
ア
ミ
ノ
酸
「
グ
リ
シ

ン
ベ
タ
イ
ン
」
が
あ
り
、
バ
イ
オ

ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
（
Ｂ
Ｓ
）
と

し
て
、
高
温
・
低
温
・
乾
燥
・
高

Ｅ
Ｃ
（
電
気
伝
導
度
）
な
ど
の
環

境
ス
ト
レ
ス
緩
和
へ
の
活
用
事
例
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植
物
の
力
を
引
き
出
す

植
物
の
力
を
引
き
出
す

成
分
・
微
生
物
の
効
果

与
謝
野
町
で
土
壌
を
調
査
す
る
関
谷

研
究
室
の
学
生
と
役
場
職
員

　三陽機器株式会社は、油圧ショベル
装着型草刈機・ハンマーナイフモアー
ＨＫＭシリーズの新商品「ＨＫＭ － 7００
ＰＳ」を２月から発売開始する。
　主な特徴は①刈幅7００㍉で軽量・コ
ンパクトな設計により２～３㌧のミニ
ショベルに装着可能②モアー回転方向
は手動で切り替えられ、作業場所や状
況に応じて簡単な操作で回転方向を選
定できる③鍛造のナイフブラケットを
採用し強度がアップ――など。メーカ
ー希望小売価格（税込み）は1１０万円。
　問い合わせ先＝三陽機器株式会社
（〒7１９－ 03９２　岡山県里庄町新庄38５８　
☎08６５·６４·287１）

新
製
品
紹
介

新
製
品
紹
介

ハンマーナイフモアー
「HKM － 700PS」

三陽機器㈱

▪機能成分：キチン
▪効果：細胞内外でシグ
ナルとしての誘導効果？

バイオスティミュラント
根圏環境改善

ストレス耐性向上

▪機能成分：グリシン
ベタインなど
▪効果：細胞内の浸透
圧の安定

▪機能成分：トレハロー
ス、オリゴ糖など
▪効果：細胞内外でシグ
ナルとしての誘導効果？

バイオスティミュラント
発根力向上、ストレス耐性向上

多
糖
類

低
分
子
キ
チ
ン

指
針
」
は
、
水
田
に
お

け
る
可
給
態
窒
素
の
目

標
値
を
乾
土
１
０
０
㌘

あ
た
り
８
～
２０
㍉
㌘
と

し
て
い
る
。
筆
者
が
関

わ
る
水
田
の
可
給
態
窒

素
は
、
大
学
１
～
２
㍉

㌘
、
大
学
近
隣
の
若
手

農
家
９
～
１１
㍉
㌘
、
伊

賀
地
域
８
～
１８
㍉
㌘
、

京
都
府
与
謝
野
町
７
～

２7
㍉
㌘
で
あ
っ
た
。

　
土
効
が
地
域
間
だ
け

で
は
な
く
地
域
内
で
も

ば
ら
つ
く
の
で
あ
れ

ば
、
土
効
に
関
す
る
他

者
の
情
報
は
あ
て
に
な

ら
ず
自
分
の
水
田
の
土

効（

≒

可
給
態
窒
素
）を
自
分
で
知

る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
次
回
、
土
効
の
実
態
に
つ
い
て

解
説
す
る
。

　
（
関
谷　

信
人
＝
三
重
大
学
生

物
資
源
学
研
究
科
教
授
）

土
壌
に
よ
る
チ
ッ
素
供
給
能

≒

可

給
態
窒
素
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
す
な
わ
ち
、
収
穫
実
績

≒

肥
効
＋
土
効
（
可
給
態
窒
素
）
と

も
言
え
る
。

　
農
林
水
産
省
「
地
力
増
進
基
本

な
チ
ッ
素
い
わ
ゆ
る
地
力
窒
素
の

指
標
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
本
連
載
で
は
、
土
効
と
い
う
言

葉
に
チ
ッ
素
だ
け
で
は
な
く
リ
ン

酸
や
カ
リ
ウ
ム
も
含
め
て
き
た

が
、
水
稲
生
産
に
お
け
る
チ
ッ
素

の
重
要
性
を
考
え
れ
ば
、
土
効

≒ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

法
な
ど
を
動
画
で
解
説
・
紹

介
す
る
。
セ
ミ
ナ
ー
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
（
＝
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
＝https://form

s.
office.com

/e/Z
V
1

npH
9K
iR

）
に
必
要
事

項
を
記
入
す
れ
ば
、
い
つ
で

も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
聴
で
き

牛
の
総
合
診
療
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
を
提
供

デ
ザ
ミ
ス
㈱
な
ど

２
０
年
か
ら
牛
の
行
動
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「
Ｕ
―

ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
R」
に
家
畜

共
済
の
診
療
費
自
己
負
担
部

分
を
補
償
す
る
保
険
を
自
動

付
帯
し
た
「
牛
の
診
療
費
補

償
サ
ー
ビ
ス
」
を
展
開
。
今

回
の
サ
ー
ビ
ス
は
同
シ
ス
テ

ム
の
デ
ー
タ
と
の
連
携
が
可

能
で
、
診
察
や
経
過
観
察
時

に
確
認
で
き
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
提
供
価
格
（
税

が
可
能
②
電
子
カ
ル
テ
機
能

は
音
声
入
力
な
ど
を
備
え
、

作
業
の
省
力
化
を
実
現
③
動

物
用
医
薬
品
指
示
書
を
電
子

化
し
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
管
理

す
る
仕
組
み
を
採
用
―
―
な

ど
。

　
な
お
、
デ
ザ
ミ
ス
と
三
井

住
友
海
上
火
災
保
険
は
２
０

　
デ
ザ
ミ
ス
株
式
会
社
と
株

式
会
社
ス
カ
ラ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ズ
、
三
井
住
友
海

上
火
災
保
険
株
式
会
社
は
、

牛
の
総
合
診
療
サ
ポ
ー
ト
ツ

ー
ル
「
Ｕ
―

メ
デ
ィ
カ
ル
サ

ポ
ー
ト
」
を
開
発
、
１
月
3１

日
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

始
め
た
。
遠
隔
診
療
や
電
子

カ
ル
テ
な
ど
家
畜
診
療
に
必

要
な
機
能
を
搭
載
し
た
ウ
ェ

ブ
サ
ー
ビ
ス
で
、
獣
医
師
・

農
家
の
業
務
効
率
化
や
生
産

性
向
上
な
ど
へ
の
貢
献
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
主
な
特
徴
は
①
遠
隔
診
療

機
能
に
よ
り
、
離
島
や
山
間

地
な
ど
獣
医
師
が
迅
速
に
往

診
で
き
な
い
場
合
で
も
ビ
デ

オ
通
話
（
ツ
ー
ル
上
）
で
診

察
で
き
、
診
療
メ
モ
の
入
力

や
農
家
と
の
や
り
と
り
、
画

面
を
通
じ
た
診
療
指
示
な
ど

　
ハ
ス
ク
バ
ー
ナ
・
ゼ
ノ
ア

株
式
会
社
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
芝

刈
機
オ
ー
ト
モ
ア
の
ウ
ェ
ブ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い

る
。

　
芝
刈
り
の
現
状
や
オ
ー
ト

モ
ア
の
機
能
・
メ
リ
ッ
ト
、

導
入
事
例
、
機
種
の
選
定
方

ロ
ボ
ッ
ト
芝
刈
機
の
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
中

ハ
ス
ク
バ
ー
ナ
・
ゼ
ノ
ア
㈱

込
み
）
は
、
獣
医
師
が
１
ア

カ
ウ
ン
ト
月
額
２
万
２
千

円
、
１
診
療
所
単
位
は
同
５

万
５
千
円
（
最
大
５
人
ま

で
、
以
降
１
人
同
１
万
１
千

円
）
。
畜
産
農
家
は
当
面
無

料
。

　
問
い
合
わ
せ
は
デ
ザ
ミ
ス

株
式
会
社
（
☎
０

３
・
６
３

８
０
・
７
２
３
９
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
＝contact@

desam
is.co.jp

）
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
Ｊ
Ａ
全
中
は
１
月

3１
日
、
第
５２
回
日
本
農
業
賞
の

受
賞
者
を
発
表
し
た
。
大
賞
７

件
、
特
別
賞
４
件
な
ど
が
選
ば

れ
た
。
経
営
・
技
術
の
改
善
に

取
り
組
み
、
地
域
社
会
の
発
展

に
も
貢
献
す
る
農
業
者
と
営
農

集
団
な
ど
を
表
彰
す
る
。
表
彰

式
は
、
３
月
４
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ

ー
ル
（
東
京
都
渋
谷
区
）
で
予

定
す
る
。

　
各
部
門
の
大
賞
受
賞
者
は
次

の
通
り
。

　
〈
個
別
経
営
の
部
〉
有
限
会

社
エ
ヌ
・
オ
ー
・
エ
ー
（
宮
城

県
登
米
市
、
髙
橋
良
代
表
取
締

役
、
水
稲
・
繁
殖
牛
・
大
豆
・

大
麦
・
小
麦
）
▽
服
部
農
園
有

限
会
社
（
愛
知
県
大
口
町
、
服

部
忠
代
表
取
締
役
、
服
部
都
史

子
取
締
役
、
水
稲
・
大
麦
・
野

菜
）
▽
ラ
イ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
有

限
会
社
（
松
江
市
、
吉
岡
雅
裕

取
締
役
、
水
稲
・
Ｗ
Ｃ
Ｓ
・
ソ

バ
）

　
〈
集
団
組
織
の
部
〉
Ｊ
Ａ
や

さ
と
有
機
栽
培
部
会
（
茨
城
県

石
岡
市
、
有
機
野
菜
）
▽
Ｊ
Ａ

愛
知
み
な
み
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
出

荷
連
合
（
愛
知
県
田
原
市
、
ス

イ
ー
ト
ピ
ー
）
▽
せ
と
だ
エ
コ

レ
モ
ン
グ
ル
ー
プ
（
広
島
県
尾

道
市
、
レ
モ
ン
）

　
〈
食
の
架
け
橋
の
部
〉
馬
路

村
農
業
協
同
組
合
（
高
知
県
馬

路
村
、
ユ
ズ
・
ゆ
ず
加
工
品
）

す
る
。

　
特
に
、
イ
ネ
ば
か
苗
病
、
イ

ネ
褐
条
病
、
ハ
ク
サ
イ
軟
腐

病
、
キ
ュ
ウ
リ
斑
点
細
菌
病
と

い
っ
た
難
防
除
病
害
で
優
れ
た

効
果
が
確
認
さ
れ
た
。
処
理
す

る
と
、
糸
状
菌
の
場
合
、
菌
糸

の
異
常
分
岐
、
分
生
子
（
胞

子
）
の
発
芽
抑
制
、
付
着
器
の

奇
形
な
ど
を
生
じ
さ
せ
、
生
育

を
抑
制
す
る
。
細
菌
の
場
合

は
、
外
膜
を
損
傷
さ
せ
て
増
殖

を
抑
制
す
る
。

　
化
学
合
成
農
薬
に
よ
る
防
除

は
、
耐
性
菌
の
発
生
な
ど
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
細

菌
病
で
は
、
対
策
に
使
用
で
き

る
農
薬
の
種
類
や
使
用
時
期
が

限
ら
れ
る
。

　
研
究
で
は
、
身
近
な
物
質
か

複
数
の
病
害
を
防
除
可
能

法
政
大
が
発
見
新
規
農
薬
と
し
て
期
待

　
法
政
大
学
生
命
科
学
部
の
石

川
成
寿
教
授
ら
に
よ
る
研
究
グ

ル
ー
プ
は
、
食
品
添
加
物
な
ど

に
使
わ
れ
る
ミ
ョ
ウ
バ
ン
類

が
、
水
稲
や
野
菜
な
ど
の
多
く

の
病
害
に
対
し
て
既
存
薬
剤
と

同
等
以
上
の
防
除
効
果
を
示
す

こ
と
を
発
見
し
た
。
糸
状
菌

（
カ
ビ
）
病
に
も
細
菌
病
に
も

対
応
し
、
防
除
範
囲
が
広
い
。

特
許
を
申
請
中
で
、
石
川
教
授

は
「
１
４
０
年
前
の
ボ
ル
ド
ー

液
の
発
明
に
匹
敵
す
る
発
見
。

今
後
、
農
薬
登
録
が
実
現
す
れ

ば
、
環
境
に
や
さ
し
い
防
除
剤

と
し
て
期
待
で
き
る
」
と
説
明

に
孔こ

う

隙げ
き

や
亀
裂
の
形
成
を
確

認
。
下
層
部
の
透
水
性
が
向
上

し
た
。
上
田
直
國
研
究
員
は

「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
根
に
沿
う

よ
う
に
、
空
気
や
水
の
通
り
道

と
な
る
亀
裂
が
形
成
さ
れ
た
」

と
説
明
す
る
。
キ
ャ
ベ
ツ
生
育

期
間
中
の
土
壌
体
積
含
水
率
も

低
く
推
移
し
、
地
表
面
の
排
水

性
も
優
れ
て
い
た
。

　
エ
ー
ア
ン
ド
エ
ス
は
、
排
水

性
の
改
善
を
実
感
で
き
る
と
評

価
す
る
。
一
方
、
キ
ャ
ベ
ツ
の

定
植
に
余
裕
を
持
た
せ
る
た

め
、
で
き
る
だ
け
早
く
す
き
込

め
る
品
種
を
検
討
し
て
ほ
し
い

と
要
望
し
た
。

　
徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技

術
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ソ
ル

ガ
ム
区
と
イ
ア
コ
ー
ン
区
、
無

作
付
け
区
を
設
定
。
後
作
に
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ニ
ン
ジ
ン
を
作

付
け
、
比
較
し
た
。

　
イ
ア
コ
ー
ン
区
は
他
の
区
と

比
べ
、
下
層
土
の
土
壌
硬
度
が

低
下
し
た
。
作
土
層
の
孔
隙
率

は
、
イ
ア
コ
ー
ン
区
と
ソ
ル
ガ

ム
区
が
と
も
に
高
く
、
イ
ア
コ

ー
ン
区
は
下
層
の
孔
隙
率
を
高

め
る
効
果
も
あ
っ
た
。
鈴
江
康

文
研
究
係
長
は
「
土
を
軽
く
軟

ら
か
く
す
る
効
果
は
、
ソ
ル
ガ

ム
と
比
べ
て
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
方
が
高
く
、
そ
の
範
囲

も
深
か
っ
た
」
と
話
す
。

　
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
残
さ

の
分
解
速
度
は
ソ
ル
ガ
ム
と
同

等
か
や
や
早
く
、
８
週
間
で
半

分
以
上
が
分
解
し
た
。
茎
葉
部

と
比
べ
て
株
部
の
分
解
が
遅
い

が
、
石
灰
窒
素
の
施
用
で
分
解

促
進
効
果
を
確
認
。
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
収
量
と
、
ニ
ン
ジ
ン
の

発
芽
率
や
収
量
に
は
明
確
な
差

は
な
か
っ
た
。

　
試
験
に
協
力
し
、
野
菜
約
3０

㌶
を
栽
培
す
る
吉
野
川
市
鴨
島

町
の
株
式
会
社
マ
ル
ナ
ガ
青
果

は
、
１２
年
ほ
ど
前
か
ら
ソ
ル
ガ

ム
に
代
え
て
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
を
緑
肥
と
し
て
利
用
す

る
。
ソ
ル
ガ
ム
よ
り
も
土
づ
く

り
効
果
が
高
く
、
排
水
性
が
良

く
な
り
、
土
が
軟
ら
か
く
ふ
か

ふ
か
に
な
る
な
ど
の
効
果
が
あ

る
と
し
た
。

　
都
府
県
で
国
産
濃
厚
飼
料
の
イ
ア
コ
ー
ン
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
雌し

穂す
い

）
を

露
地
野
菜
と
輪
作
す
る
実
証
試
験
が
進
ん
で
い
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
茎
葉

を
緑
肥
と
し
て
す
き
込
み
、
野
菜
の
土
づ
く
り
に
活
用
す
る
。
先
ご
ろ
農
研

機
構
が
開
い
た
農
業
技
術
革
新
・
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
分
科
会
で
は
、
輪
作
し

な
い
場
合
と
比
べ
て
、
排
水
性
の
向
上
な
ど
土
壌
物
理
性
の
改
善
を
確
認
。

後
作
の
キ
ャ
ベ
ツ
で
根
域
拡
大
が
見
ら
れ
、
野
菜
単
作
と
同
等
以
上
の
収
量

が
得
ら
れ
る
な
ど
の
成
果
が
報
告
さ
れ
た
。

ら
防
除
力
を
検
証
。
カ
リ
ミ
ョ

ウ
バ
ン
、
焼
き
ミ
ョ
ウ
バ
ン
な

ど
ミ
ョ
ウ
バ
ン
類
は
、
ビ
ス
ケ

ッ
ト
や
パ
ン
の
膨
張
剤
、
根
菜

の
ア
ク
抜
き
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
る
。

　
食
味
の
良
い
米
の
条
件

は
、
外
観
か
ら
見
た
場
合

は
、
整
粒
歩
合
の
高
い
米

（
粒
張
り
の
良
い
米
、
千
粒

重
の
重
い
米
）
、
玄
米
中
の

成
分
か
ら
見
た
場
合
は
、
タ

ン
パ
ク
質
含
有
率
の
低
い
米

で
す
。
水
稲
の
生
育
状
況
か

良
食
味
米
を
目
指
し
て

タ
ン
パ
ク
質
と
で
ん
ぷ
ん
の
比
率
を
意
識

⇦チッ素量 ⇦粒重

<
千粒重の大きい米 千粒重の小さい米

米のタンパク質含有率

た
ん
ぱ
く
質
含
有
率
は
低
く

な
り
、
良
食
味
米
の
生
産
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
米
粒
の
大
き
さ
は
、
長
さ

→
幅
→
厚
み
の
順
に
決
ま
り

ま
す
。
厚
み
が
決
ま
る
時
期

に
高
温
に
な
っ
た
り
稲
体
が

チ
ッ
素
不
足
だ
と
、
登
熟
不

良
と
な
り
「
や
せ
米
」
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

適
正
な
１
平
方
㍍
当
た
り
籾

数
を
確
保
す
る
こ
と
、
２
次

枝し

梗こ
う

籾
を
多
く
し
な
い
こ
と

も
大
切
で
、
そ
の
た
め
に
は

初
期
生
育
を
良
好
に
し
、
茎

を
太
く
し
、
必
要
と
す
る
穂

数
を
確
保
す
る
こ
と
、
ケ
イ

酸
（
ス
ラ
グ
）
施
用
な
ど
に

よ
っ
て
光
合
成
能
を
向
上
さ

せ
、
登
熟
を
良
化
す
る
こ
と

が
重
要
な
対
策
で
す
。

　
（
藤
井　

弘
志
＝
株
式
会

社
フ
ァ
ー
ム
・
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア　
取
締
役
会
長
）

ら
見
た
場
合
は
、
適
正
な
茎

数
や
籾も

み

数
の
確
保
が
重
要
と

い
え
ま
す
。
適
正
な
チ
ッ
素

吸
収
量
で
登
熟
性
の
高
い
稲

で
あ
れ
ば
、
収
量
も
安
定

し
、
良
食
味
米
生
産
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
高
温
、
日
照
不
足
、
冷
害

な
ど
の
気
象
条
件
は
食
味
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
稲

の
光
合
成
量
を
増
や
し
、
米

粒
中
の
で
ん
ぷ
ん
を
多
く
し

て
粒
重
を
増
や
す
こ
と
が
、

気
象
変
動
条
件
に
も
適
応
で

き
る
良
食
味
理
論
と
な
り
ま

す
。
米
１
粒
の
チ
ッ
素
（
た

ん
ぱ
く
質
）
量
が
同
じ
で

も
、
で
ん
ぷ
ん
量
が
増
加
す

れ
ば
、
相
対
的
に
米
粒
中
の

図　粒重とチッ素量の関係

図 水稲育苗期の４大病害に対する焼きミョウバンの防除効果

　
イ
ア
コ
ー
ン
は
、
黄
熟
期
に

収
穫
し
、
サ
イ
レ
ー
ジ
調
製
し

て
畜
産
農
家
が
濃
厚
飼
料
と
し

て
利
用
す
る
。
露
地
野
菜
圃
場

に
作
付
け
る
輪
作
で
は
、
イ
ア

コ
ー
ン
は
畜
産
側
が
活
用
、
野

菜
農
家
は
茎
葉
を
緑
肥
と
し
て

利
用
で
き
、
耕
畜
双
方
に
利
点

が
あ
る
。
都
府
県
で
コ
ン
ト
ラ

ク
タ
ー
（
作
業
受
託
組
織
）
に

よ
る
イ
ア
コ
ー
ン
生
産
を
想

定
。
汎は

ん

用よ
う

型
飼
料
収
穫
機
に
専

用
の
ス
ナ
ッ
パ
ヘ
ッ
ド
を
装
着

す
れ
ば
、
収
穫
可
能
だ
。

　
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン

タ
ー
農
業
研
究
所
で
は
、
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
7４
㌶
を
栽
培
す
る
笠

岡
市
拓
海
町
の
有
限
会
社
エ
ー

ア
ン
ド
エ
ス
の
干
拓
地
圃
場
で

試
験
。
「
イ
ア
コ
ー
ン
―

キ
ャ

ベ
ツ
」
の
二
毛
作
体
系
を
２
年

連
作
し
て
緑
肥
効
果
を
検
討
し

た
。
２
０
２
１
年
４
月
に
飼
料

用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
「
Ｐ
９
４
０

０
」
を
播
種
し
、
８
月
に
イ
ア

コ
ー
ン
を
収
穫
後
、
茎
葉
を
す

き
込
む
。
９
月
に
キ
ャ
ベ
ツ

「
冬
将
軍
」
「
冬
く
ぐ
り
」
を

定
植
し
、
２２
年
３
月
に
収
穫
。

Ｐ
９
４
０
０
を
４
月
に
播
種
、

８
月
収
穫
後
、
キ
ャ
ベ
ツ
「
Ｓ

Ｋ
３
―

３
２
６
」
を
定
植
し

た
。

　
イ
ア
コ
ー
ン
作
付
け
区
は
、

無
作
付
け
区
と
比
べ
て
地
下
６０

㌢
ま
で
根
が
伸
長
し
、
下
層
部

イアコーン

排
水
性
向
上
を
確
認

イアコーン収穫時の土壌断
面。作付け区（上）は地下６０
㌢までの根の伸長を確認（岡
山県農林水産総合センター農
業研究所提供）

黄
熟
期
に
収
穫

濃
厚
飼
料
で
利
用

キ
ャ
ベ
ツ
の
収
量

単
作
と
同
等
以
上

土
が
軟
ら
か
く

ふ
か
ふ
か
に

ミョウバン

第
５２
回
日
本
農
業
賞

大
賞
７
件
な
ど
を
決
定

茎
葉
を
緑
肥
に

作付け区

無作付け区

0
㌢

１０
㌢

３０
㌢

５０
㌢
６０
㌢

0
㌢

１０
㌢

３０
㌢

５０
㌢

露地野菜と輪作




